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ジョモケニヤッタ農工大学－学士課程支援プロジェクトに学んだこと

岡山大学農学部
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　今からちょうど１０年前、私は当時の農学部長からJICA支援のケニアにあるデイプロマ課程の「College」が

『University』に昇格できるかどうか調査に行ってくれないかとの要請を受けた。この時、岡山大学は既に約

１０年にわたりその教育支援に関わってきている事を知った。誰でもそうであるように最初の印象は後々まで

も長く残るものである。黒人、強烈な太陽と雲一つない大空に咲くジャカランダのブルーの花、ケニアでの

滞在３週間が終わりに近づいたころ、円卓会議中に突然ニュースが入った。『本日、大統領は当デイプロマを

４年制に昇格させる』というものであった。それ以来、私は今日まで常に主体を意識し、それに物差しを当

てつつ『支援』のあり方について自問してきた。

　農学領域における国際支援とは、よく言われる事ではあるが、わが国の技術や機械をそのまま移転するこ

とではなく、相手国の技術を引き出すための知恵を移転する事にあることを知った。ここで言う知恵とは、

創意工夫と試行錯誤を厭わない意志と言ってもよい。研究活動やそれに基づく論文作成は万国共通で１経験

でも指導できるが、２０を越える部族の歴史的背景や宗教を含めた生活習慣ならびに彼らの持つ価値観の多様

性を認識するには相当の年月を要した。

　この間、岡山大学農学部が中心となって中四国地区コンソシアムが創設され、そこではケニア、マレーシ

ア両プロジェクトが常に話題として取りあげられていたと聞く。３年前には、ジョモケニヤッタ農工大学の

学長が来岡し岡山大学農学部との間に学術協定が締結された。このように両支援プロジェクトは岡山大学農

学部が取り組んできた国際協力の一形態と言えよう。

　この１０年を振り返って思うことは、短期派遣でプロジェクト（研究）に参画しようとする時には、特別の

事情がない限り少なくとも年に１度は、同人が現地に赴き調査研究のみならず、その進捗状況を把握すると

いった心構えが必要ということである。特に作物を対象とする農学分野で主体を相手国としたときの研究課

題の抽出と実践指導を目的とするときには、なお一層そう言える。これには、参画者の意志は勿論のこと、

同人を派遣する所属母体の支援体制がそれなりに整っていることが必要である。これに鑑みて、現在の大学

は一般に極めて厳しい状況にあると言わざるをえない。特に、教育面でのフォロー体制は、ほとんど整備さ

れていないと言える。

　私は今、新設されるであろう文部科学技術省に対して、２１世紀には、OB教官などを中心とした全国代替講

義派遣プール機構を創設し、日本の国際協力－教育研究支援体制を構築していただきたいと思う。サハラ以

南の南アフリカ人造り構想“TICADII”の実質的支援に向けて今や省間の障壁は存在しないであろうと信じ

たい。 

 要　旨　集 




